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昭和49年4月ゴ7日伽

午後2時～4時

　　宇宙開発委員会会議室噛．

宇宙開発計画の見直しについて

インテルサット第1回締約国総会について‘報告）

　　’4’資料

　　　　　㌘一・鄭醇宙麟類会1翻蝿）藤鮨
　　　　　唱委7－2‘．宇潮面調の見直しについて幽

　　　　　委7－3　インテルサット第1回縮約国総会’

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、
　　5’出席者．
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　　　　　　　　▽〃　　　　　　　’　　　　八　：藤　東禧

　　　　　説明者
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　　　科学技術庁研究調整局宇宙開発参事官山　野　正　登

　　、運輸省大臣魯房参事官　　 ’佐藤久衛
　　　　　　　　　．　　　　　’　　　　　‘代埋：小林）’
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　　　敵宇髄空研矧　魎　高瀬　修
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　　事務局

　　’科学瀟庁研究趨局縮企鰍長訟元　守
　　　　　　　〃　　　　宇宙国際課長　　松　凍　伸　一

　　・　　．4．　　宇宙開発課長　今．村二　宏他

6　議事要旨．

（1）前回議事i要旨・

0第6回宇圃肇員会1糊蟻）灘要旨が確論れた。

（2）宇宙開発計画の見直しについて

　　事務局から標記め件について、資料委ワー2に基づいて説

　明が行われ・以下の質疑応答が行われたのち♪，「宇宙開発計

勘見直しにつ叩が縣どおり決定rれた・一、
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　　　八藤：一関係省庁における宇宙開発研究進捗状況のヒアリング日崔

　　　　　はど．うなっているのか。

　　　事務局：次回委員会から生誕に分けて行う予定である。

　　　八三’：ヒアリングと見直．しに蘭する要望事重め提出との関係はど

　　　　　うなっている《ρゆ。　　　　　　、

　　　事務局：七ナリングを先に行うこどとし、要墓事項については5

　　　　　月末日までに提出を求めることとしている』

　　　：八藤；：要望事項の論出についセは、…山寺方針の決定前に魚鋤ζ＋

●　　分説明されたい。∫

　　一緬島：一宇宙開発は長期的なプロジェクトであり・そ¢～検討には時

　　　　欄がかかるので逓信・放送衛星のように急に要堅が提出・され

　　　　　ることのな吟よう留意されたい・．一・

　　、事務局：そのようにしたい。　　　　　　　　＼、

’（3プインテノレサツト卸齢蜘国総会について

　　　　　郵政省の浅見喜作電気逓信監理官から・標記の杵について

●鵜：日酬籾執事醒沸テムを支持し鯉如何か・
　　　浅見：米国の衛星打上姥に関する実績脅評伽レたためである6．

　　　網島：日本がくギPス案を受け入れなかった理由は何訟。

　　　浅見：再度報告を求めることによ．り、海事衛星システムがその間

　　　一不昧雄藩傭かれるヒと及びイぞテノヒサツ．ト螺幽霊

　　　　　海事衛星業務り計画を持づていないので経済誌な損害の聞題

　　　　　は起こり得ないと・考えたπめであるご　　　　　．

’八四本四痢ら⑳認回忌へ手続き上悪廟例雑咳．
　旧いという配慮も．あったものと思われる。　　　　　　　　　　〆

網島3日本の静止気象衛星の打上げに除しても・協定第1三条に

　　旧く鱗を必要と妬のか・
：八藤：GA：RP計画に使用する衛星は実験用ではな（ハので協議を疹

　　要とナる。米国の気象衛星については今回の総会で承認を得

　　　られたと考えられる。　　＼，　　　一　　，・’

　　　なお、インテルザツト協定については、国内・的にはまだ暫

　　趨卸態という気持が蜘よう．に恵われるが・rのよう

　　な考えを改め、関係省庁商あ連絡を密にする等その取扱いに

｝． ﾅ薯を尽くざれたいP　’ 　・　　　’　一
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宇宙開発に関する基本計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和49年4月10日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　閣　総　理　大　臣

　　　我が国の宇宙開発に駒する基本計画を下記のとおり定める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　．近年、宇宙技術め急速な発達により、宇宙空間は、人類の新た・
●　　　・　　　　　　　　　・
　　な活動鱒として盤し隔て籾・か将来齢いて霜空間

　　嘩相の荊・醗及び利用が学術め進歩・国難活の向上及び

　　産業二三の肇展に不可欠のものとなることは明らかである。

　　　．このよう北勢に対処ずるたあ・我が国においても関係各界㊧

　　・輝かを結集し下本格的確宇宙開発面取り組むこととし・次に掲げ

　　る方針に沿ってその開発を推進するもめ．とする。

　　　　　　　　　べ　　　．なお、・開発の実施は、宇宙開発委員会が定めた宇宙開発計画

　　　1昭和4・8年度晶晶）に基づいて行うものとする。

　　　：L　科学観測を行う科学衛星及び電離層観測、衛星通信、気象観

●　　測等を目的とレた実用衛星を二重及琴開発するとともに、、これ

　　　らを打ち上げるためのロケットを開発する。　　’

　・2・人工衛星及びロケ’ットの開発＼打上げY追跨等に必要な施設

　　　を整備する。特に実用を目的とした各種の衛星、これらを打ち

　　　上げるためのロ，ケット等に共通して使用しうる大型試験施設等

　　　については可能なかぎり集中的に設鍛する。

　　・3・開発体制について・宇宙開発委員会ρ総合訥整の下における．

　　　一元化の体制を一鰍化する・麟各機関は・宇宙三門難

、　ノ

、
〃
9
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　の方針に沿って、その役割に応じ相互の協力を維持しつつそれ．

それのﾈを治す為・醗の難の中核的鰍たる轄醗
　事業団は、．その四三の充実強化に努める。

’←．開発を進める1に当たっては・進捗状況の把握及び成果の評価

　を行いつつ、計画の管埋を合理的に行う。

．5・’

J発を効率的に進めるため、自主技術の育成に留意しつつ海

　　　　　　　　　　　　　　　ノ1外技術の有効な沽用を図る。また、開発の推進を通じて、国際舳

　的な友好を促進する見地から、国除協力を積極的に行う。

　6・将来の宇宙開発の進展に備えて、洗行研究及び三三分野の研

　究を総霊的かつ計画的に行うとともに、人工衛皐の新たな利用、

　！分野について積極的に調査を行う。’．　　　　・　　　　　一

　　　肌　闘発を進あるに当たっては、人材め三嘆、情報流通の促進及・

　．ぴ晋及啓発に努めるほか利用者機関Q’協力の三保等必要な施策

　　を講ずる。1
　　　　　　　　・　　噛　　　　　　　　　　　　　　　’　　』ノ　　＼
　a　宇宙開発には、今後多額の資：金を要するので、その効率的な

　　運用を図る。
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